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山口県(日本海沿岸)の概要(今回の津波浸水想定の対象範囲)
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今回審議範囲
（日本海沿岸における
津波浸水想定の設定）

山口県は、平成25年12月に瀬戸内海沿岸の津波浸水想定を公表。今回は国（国土交通省
・内閣府・文部科学省）の「日本海における大規模地震に関する調査検討会」の公表を踏ま
えた、日本海沿岸で想定される最大クラスの津波による浸水想定を公表。

※瀬戸内海沿岸については平成26年5月19日審議済み



１）地域海岸ごとに津波高さ（既往津波・想定津波）を整理

２）下図のようなグラフを作成し，最大クラスの津波となる可能性のある対象津波群の中から，

津波高さが最も大きくなると考えられるものを最大クラスの津波として選定

３）この津波を対象に，一定の悪条件の下，津波浸水シミュレーションを実施し，浸水域及び浸

水深を算定

基本的な考え方

（「津波浸水想定の設定の手引き」（国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか、平成24年10月）より）

図最大クラスの津波を選定するためのグラフ
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過去に山口県の日本海沿岸に襲来した記録等がある主な既往津波

44

津波痕跡データベースに登録されている山口県の日本海沿岸の痕跡高は、「1983日本
海中部地震津波」及び「1993北海道南西沖地震津波」による記録だけであり、歴史地震に
遡っても津波記録が残っていない。

1993年北海道南西沖地震

1983年日本海中部地震

既往津波の波源域（図中の楕円形）
発生年 地震名 Ｍ 代表痕跡高（山口県）

1983
日本海中部
地震

7.7

0.6m（江崎）、1.7m（須佐）、1.3m（奈古）、
1.6m（三見）、0.3m（仙崎)、0.2ｍ(黄波戸)、
0.2ｍ(粟野)、0.4ｍ(阿川)、0.2ｍ(二見)

1993
北海道南西
沖地震

7.8

1.1m（江崎）、1.1m（須佐）、0.9m(宇田郷)、
1.2m（奈古）、1.2m(萩嫁泣)、0.8m（三見）、
0.4m(三隅)、0.6m(黄波戸)、1.0m(掛淵)、
0.3m(粟野)、0.3ｍ(阿川)、0.03ｍ(下関)

・江崎
・須佐

・奈古

・宇田郷

・萩嫁泣

・三見
・三隅

黄波戸

掛淵

粟野

・阿川

・二見

・下関

1983日本海中部地震津波及び1993北海道南西沖地震津波

による痕跡高の位置を示す平面図

仙崎



想定津波について その１
・発生が想定される津波について

山口県の日本海沿岸に最大クラス津波を引き起こすと想定される断層モデルとして、 「山口県
地震・津波防災対策検討委員会」 において音波探査記録や海洋地質図を基に設定した４断層及
び、国の 「日本海における大規模地震に関する調査検討会」よって公表された６０の断層のうち、
山口県日本海沿岸４市町において最大津波高を発生させる F59断層及び F60断層に、近接する
断層として設定されたF58断層を加えた３断層の合計７断層を検討対象とした。

・山口県独自モデル 見島付近西部断層、神田岬沖断層、見島北方沖西部断層
・山口県独自モデル 佐渡島北方沖の地震
・国の検討会モデル F58断層 （山口県沖の断層 ）、F59断層（菊川及び北方延長

部の断層）、F60断層（西山及び北方延長部の断層）

5山口県独自モデル 国の検討会モデル



想定津波について その２

・最大クラスの津波の設定について

山口県沿岸で過去に発生した津波と発生が想定される津波の津波水位を用いて、山口県日
本海側を自然条件等で区分した地域海岸ごとに津波水位を作成して比較し、各地域海岸で津波
水位が最大となる次の３断層モデルを、最大クラスの津波を発生させる断層モデルとして選定し
た。

①山口県独自モデル 見島付近西部断層
②山口県独自モデル 見島北方沖西部断層
③国の検討会モデル F60断層（西山及び北方延長部の断層）

66山口県独自モデル 国の検討会モデル



最大クラスの津波の選定
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各種条件設定について（概要）

１）潮位については，「朔望平均満潮位」を設定
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各種条件設定について（概要）

２）地震・津波に対する各種施設の条件設定の考え方
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設定した津波浸水想定の項目について

■基本事項
○浸水域
海岸線から陸域に津波が遡上
することが想定される区域。

○浸水深
陸上の各地点で水面が最も
高い位置にきたときの地面から
水面までの高さ。

※津波水位は地盤沈下量を考慮した値

■参考事項
○最高津波水位
主要な港湾・漁港の海岸線から沖合30m地点に
おける津波水位の最大値(標高※で表示)。

○津波到達時間
地震後に海面に±20cm（海辺にいる人々の人命
に影響が出る恐れのある水位変化）が生じるまで
の時間。

※標高は東京湾平均海面からの高さ(単位：T.P.+m)
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計算結果について

■最大津波水位、津波到達時間、影響開始時間
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津波水位
港湾・漁港区域内全体での最大（がけ地を除く）
Ｔ.Ｐ.＋４．４ｍ（川尻漁港及び阿川漁港区域内)

津波到達時間 ３０分（川尻漁港）、３５分（阿川漁港）

海面変動影響開始時間 ２８分（川尻漁港）、３３分（阿川漁港）



計算結果について 詳細 その１
■基本事項
○浸水域、浸水深 ： 山口県津浪浸水想定図（日本海沿岸）のとおり

■参考事項

○ 最高津波水位、最高津波水位到達時間

各港湾・漁港区域内で最大となる最高津波水位等
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計算結果について 詳細 その２
■基本事項
○浸水域、浸水深 ： 山口県津波浸水想定図（日本海沿岸）のとおり

■参考事項

○海面変動影響開始時間

主要な港湾・漁港区域内の代表地点における海面変動影響開始時間
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設定した津波浸水想定の活用について
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・平成25年12月及び平成26年9月に津波防災地域づくりに関する
説明会を実施。

・県や市町による連絡調整会議等の体制については、今後、県や
市町で調整をおこない、必要に応じて設置を検討する。

・津波災害警戒区域の指定については、今後、市町や関係機関と
協議等によって調整し、検討していく（山口県瀬戸内海沿岸につい
ては、平成27年3月に指定済み）。

・市町については、津波災害警戒区域の指定ののち、避難場所等
を示した地域防災計画の策定、それに基づく津波ハザードマップの
作成を予定。



参 考 資 料
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地域海岸の区分
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地域海岸は，以下の条件により９海岸に区分
①湾の形状や山付け等の自然条件
②シミュレーションの津波高さ



最大クラスの津波の設定について(1/5)

地域海岸区域図
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最大クラスの津波の設定について(2/5)
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地域海岸区域図



最大クラスの津波の設定について(3/5)
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地域海岸区域図



最大クラスの津波の設定について(4/5)
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地域海岸区域図



最大クラスの津波の設定について(5/5)
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地域海岸区域図



各種計算条件について（詳細）

22

項　　目 内　　容

基礎方程式と数値計算法 ◆ 非線形長波方程式をLeap-Frog差分法を用いて近似（波源域から沿岸までの伝播や陸域への浸水）

◆ 計算時間：5時間

◆ 時間間隔：0.15秒,0.20秒

◆ 現況地形

（陸域）国土地理院・国土交通省による最新のLPデータを活用

　　　　 山口県の漁港・港湾・海岸の管理平面図等のデータを使用

（海域）海底地形デジタルデータ　M7000シリーズ

　　　　 J-EGG500

　　　　 J-TOP30(日本海近海30秒グリッド水深データ)

（県管理河川）河川台帳等のデータを活用

粗度 ◆ 土地利用データによって設定。

先端条件（陸上への浸水条件） ◆ 水深10-2m

対象地形

計算時間と計算時間間隔



計算範囲・計算格子間隔について
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計算格子間隔は、陸域から沖に向かい10m、20m、40m、80m、160m、320m、640m、
1280mとし、沿岸部の計算格子間隔は10mとした。



検討体制について
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○山口県地震・津波防災対策検討委員会

開催： 計10回 （平成24年5月、6月、11月、平成25年1月、3月、8月、12月、
平成26年3月、10月、平成27年3月）

氏　名 所属・役職 備　考

会　長 三浦　房紀 山口大学大学院　教授

委　員 兵動　正幸 山口大学大学院　教授

委　員 金折　裕司 山口大学大学院　教授

委　員 羽田野　袈裟義 山口大学大学院　教授

委　員 大年　邦雄 高知大学　教授 平成24年度まで

委　員 山内　純治 下関地方気象台　防災管理官

委　員 宮田　浩 下関地方気象台　防災管理官 平成25年度まで

委　員 栗山　幸義 下関地方気象台　防災業務課長 平成24年度まで


